
 田中と戸田の両者は共通して、写真という媒体を使い立体制作や空間構成を行います。田中は「『私』を
保つためになければならない『記憶』」が無意識に起こる改竄や捏造によって、「私」の存在すら危うく
なってしまうことに注目し、「記憶」の姿とそこに付随する脆弱な私たちの存在を表現しています。一方
戸田は、「世界」は人それぞれによるきわめて主観的に再構成された有機的な「風景」の積み重ねから成
り立っているものと捉え、その場や空間の複層性や多義性を表現しています。
　天王洲地域で撮影された写真やそこで収集されたファウンドオブジェクトたちといった様々な文脈が、
錯綜しあい折り重なりながら一つの風景が再構成されます。鑑賞者もその風景の中に立ち入ることで風景
の一部となり、その中で鑑賞者自身の特定の記憶を想起させるようなインタラクティブな関係性を持った
空間を創造します。

企　画：東京芸術大学美術学部彫刻科金属研究室
協　力：中川特殊鋼株式会社
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東京都品川区東品川2-2-24 
天王洲セントラルタワー1Ｆアートホール
www.e-tennoz.com/areaguidance/arthall.html
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1993年　大阪出身
2021年　

東京芸術大学 美術研究科 
彫刻専攻 修了

田中 綾子

会　期： 2024 年 1 月１５日（月）～ 2 月 1 日（木)　8 : 30 ～ 20 : 00 
             ※土・日・祝日休館
会　場： 天王洲セントラルタワー1F・アートホール 
            （ https://www.e-tennoz.com/areaguidance/arthall.html ）
観 覧 料 : 無料

風景の中で私を見つける方法
戸田尚克＋田中綾子

1995年　東京出身
2022年　

東京芸術大学 美術研究科 
彫刻専攻 修了

戸田 尚克


